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第１回 中川流域水循環系再生計画策定委員会 

議 事 録 

日時 平成１９年６月４日（月）１５：００～１６：５０ 

場所 役場西庁舎２階会議室 

 

事務局事務局事務局事務局 皆さんこんにちは。定刻の３時よりも若干早いんですけれども、委員の皆様おそ

ろいになっておりますので、ただいまより第１回中川流域水循環系再生計画策定委員会を

開催させていただきます。本日は皆様方には公私とも大変お忙しい中、当委員会にご出席

をいただきまして、まことにありがとうございます。私は本日の司会進行役を勤めさせて

いただきますまちづくり課の飯高と申します。どうぞよろしくお願いいたします。はじめ

にお手元の資料の確認をさせていただきたいと思います。全部で６点ありますが、最初に

第１回仮称中川流域水循環系再生計画策定委員会の会議次第です。続きまして右肩に資料

１から４とふってありますが、資料１が中川流域水循環系再生計画策定委員会規約案です。

資料２が委員会の名簿になります。資料３が中川および流域の概要、資料４が中川流域水

循環系再生についてです。最後に、A３のカラー刷りになっています、「町民との協働によ

る水文化都市酒々井を語る」です。以上の６点ですが、漏れはございませんでしょうか。

それでは無いようですのでお手元の次第に基づいて進めさせていただきます。初めに、酒々

井町長よりご挨拶を申し上げます。よろしくお願いします。 

町長町長町長町長    皆さんこんにちは。酒々井町長の小坂でございます。仮称、中川流域

水循環系再生計画策定委員会ということで、町の事務局のほうから今回の委

員会を招集させていただきましたが、本日は学校法人増田学園の堀田先生、

それから地域の代表者の皆様、公募で当委員会にご賛同いただいた皆様方に

は、非常にお忙しい中をこの会議に出席していただきまして、どうもありが

とうございます。 

堀田先生におかれましては、４０年間にわたり教員養成短大や大学などで

理科系の教員資格科目を教えられ、2003 年 3 月に千葉敬愛短期大学学長を最

後に退職されました。その間、1985 年から現在までの約２０年にわたりまし

ては印旛沼流域における湧き水の水質および生物相の調査活動を千葉県自然

環境研究会で実施されております。また、千葉県の印旛沼流域水循環健全化

会議の委員として活躍されておられます。そこで今回、当委員会に学識経験

者といたしましてお願いしたわけでございます。 

 近年、中川流域におきましては幾度となく水害が発生しており、特に平成

１６年９月の大雨は上岩橋並びに中川地先において大きな被害を及ぼしたこ

とは記憶に新しいところでございます。中川の治水対策につきましては、早



－ 2 － 

急に対策を講じなくてはなりませんが、当委員会を通しまして、みなさんに

中川についてこれから治水対策をどのように進めていくか検討していただき

たいと考えております。また、治水対策と併せて水環境をどのように創造し

ていくか、皆さんのご意見を頂戴しながら計画に反映させて行きたいと考え

ております。そのためにはこの委員会が非常に有意義な会になることをお祈

り申し上げまして挨拶に代えさせていただきます。本日は大変ご苦労様です。

よろしくお願いいたします。    

事務局事務局事務局事務局 どうもありがとうございました。ここで皆様方におかれましては、先に委員の委

嘱についてお願いをさせていただきました。そしてご内諾をいただいたところですが、こ

こで委嘱状の交付をさせていただきます。町長から交付させていただきますので、よろし 

くお願いいたします。（代表で堀田和弘氏に交付） 

事務局事務局事務局事務局 どうもありがとうございました。続きまして、本日は第 1 回の委員会ですので自

己紹介をお願いします。初めに、事務局のほうからお願します。 

本日は大変お忙しいところありがとうございます。私、経済企画政策担当参事の嶋田と

言います。よろしくお願いいたします。まちづくり課の技術担当課長をしております飯高

と申します。よろしくお願いいたします。まちづくり課の課長をしております石川と申し

ます。よろしくお願いします。まちづくり課治水対策班の渡辺です。よろしくお願いしま

す。まちづくり課治水対策班の濱上と申します。よろしくお願いいたします。トヶ崎に住

んでます企画政策課長の京増と申します。ご一緒させていただきます。よろしくお願いい

たします。続きまして、委員の方々にお願いいたします。資料―２の委員会名簿の順でお

願いします。 

堀田委員堀田委員堀田委員堀田委員 先ほど町長からも紹介していただきました堀田です。よろしくお願いします。

山倉委員山倉委員山倉委員山倉委員 ３番目に書いてある山倉でございます。住いは上岩橋３１－９です。京成の線

路から約２０ｍくらい上流に住んでおります。朝夕と中川の水辺を良く見ております。よ

ろしくお願いいたします。 

青木委員青木委員青木委員青木委員 中川区長を任命されております青木でございます。よろしくお願いします。 

福田委員福田委員福田委員福田委員 上郷の自治会長をしております福田と申します。よろしくお願いします。 

安田委員安田委員安田委員安田委員 東酒々井１・３丁目自治会の安田と申します。よろしくお願いします。 

勝股委員勝股委員勝股委員勝股委員 中央台１丁目の勝股と申します。ここへ来てまだ６年目ですけれども、酒々井

町は私は九つのころから知っております。甲子にお酒を取りに来てましたので。旧道をと

おって、成田をとおって、八日市場から通ってました。山口さんが確か自治会長をやって

おられて、あの方は私とはちょっと年は違うんですけど丁度京葉銀行に勤めておられて。

そのほかОＢの方が４，５人おられるようで、よろしくお願いいたします。 

冨永委員冨永委員冨永委員冨永委員 公募で応募しました冨永です。酒々井町に来て３年半しか経っておりませんが、

何かお手伝いできることがあれば精一杯やらせていただきます。よろしくお願いします。

藤田委員藤田委員藤田委員藤田委員 公募で応募しました藤田です。私は生まれも育ちも酒々井町で、実家から 5 分
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の所に住んでおります。町の中でも一番高台のところですので、今回こういうことに興味

を持ちまして応募しました。よろしくお願いいたします。 

小宮山委員小宮山委員小宮山委員小宮山委員 公募で応募しました小宮山でございます。以前は建設会社にいたものですか

ら、関心がありまして応募をいたしました。よろしくお願いいたします。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 酒々井に住んでます鈴木です。中央排水路、干拓田のほうで水田を耕作して農

業をしています。よろしくお願いします。 

小早稲委員小早稲委員小早稲委員小早稲委員 東酒々井１丁目の小早稲と申します。水に興味を持ってますので応募させて

いただきました。よろしくお願いいたします。 

小関委員小関委員小関委員小関委員 東酒々井２丁目の自治会長をしております小関です。よろしくお願いいたしま

す。 

安藤委員安藤委員安藤委員安藤委員 トヶ崎自治会長を勤めさせていただいております安藤と申します。突飛なこと

を申し上げるようですけれども、昨日早稲田が連覇をし優勝しましたが、都の西北は文教

ですが、上岩橋の西北は水に縁があると申しますか、昔は京成沿線水が出たところが非常

にあったわけでございますけれども、そういった意味では非常に希少価値のあるところに

住んでおります一人でございます。よろしくお願いいたします。 

小坂小坂小坂小坂((((良良良良))))委員委員委員委員 上岩橋の上郷というところに住んでおります。中川といいますと上流にあ

たります。農家をやっております小坂です。よろしくお願いします。 

小坂小坂小坂小坂((((公公公公))))委員委員委員委員 トヶ崎から来ました小坂と申します。よろしくお願いいたします。 

堀越委員堀越委員堀越委員堀越委員 堀越と申します。最初にお断りをしておきたいんですけれども、名簿上は学識

経験者になっているんですけれども、とてもそんなもんじゃございませんので。恐らくで

すね、私がカレッジを３期生で卒業しまして、その後、防災の資格を取ったり、千葉県の

災害対策コーディネーターの研修を終了したり、災害の件について自分なりに思うものが

あったり、たまたま公民館の浅野館長が卒業生の中で何かできる人は積極的に協力してほ

しいと。生来私、こういう性格なものですから、じゃあ、というんで防災その他、介護保

険の制度の説明とかしていることで、その情報が町のほうへ廻ったんだろうと、それじゃ

防災士の資格を持ってるし、県の災害対策もやってるから、水の関係だから丁度いいじゃ

ないかと、こういうことで恐らくこういう選出区分になっておりますけれども私はいたっ

て文系でございますんで、是非その辺を踏まえて皆さんの仲間に入れさせていただけたら

と思っております。実は私は酒々井に住んで３年半なんです。中川を１度も歩いたことが

無いんです。それで今日の会議に備えまして金曜日たまたま朝、ウォーキングをやめまし

て、東酒々井２丁目に住んでおりますから、水の排出口からずうっと歩きまして、ウォー

キング兼ねまして印旛沼の放水路まで歩きました。いやすばらしいですね、それと驚いた

のはこんなに河川狭いのかと。あるとこ行きますと汽水線超えるような、雨も降ってない

のにそんなところもありました。京成の狭いところもびっくりしました。これだったら大

変なんだろうなと、まったく文系的な目で見てまいりました。長くなりましたが、これか

らも一年よろしくお願いします。 
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事務局事務局事務局事務局 どうもありがとうございました。続きまして中川流域水循環系再生計画策定委員

会規約（案）について、事務局からご説明をさせていただきます。事務局お願いします。 

事務局事務局事務局事務局 では、資料１ということで次第の次にあろうかと思いますが、中川流域水循環系

再生計画策定委員会規約（案）というようなことでございますけれども、これについてご

説明申し上げます。まずはじめに目的でございますけれども、第１条というようなことで、

この規約は、地域の意見を反映した中川流域整備計画を策定することを目的とする。とい

うようなことでございます。名称につきましては、ここに掲げてます、本会は、中川流域

水循環系再生計画策定委員会と称する。というようなことでございます。組織につきまし

ては先程来、皆様の、委員さんの学識経験者、地元代表者、地区代表者、公募というよう

なことでお願いしてございます。それから２番目としまして、委員の任期は１年とし、再

任を妨げない。これにつきましては皆様方、区長さんや自治会長さんをお願いしていると

ころでございます。地区によっては１年というような形になろうかと思いますので、任期

につきましては１年とさせていただいております。次に役員でございますけれども、   

委員長、副委員長というようなことで、２番目に書いてございますが、委員長は学識経験

者がその職務を行う。というようなことで、３番目としまして、副委員長は委員長の指名

による。というような形をとりたいというようなことです。次に役員の任務でございます

けれども、委員長は、本会を代表し、会務を総理する。２番目といたしまして副委員長は

委員長を補佐し、委員長事故あるときは、その職務を代理する。ということで書いてござ

います。次に会議でございますが、第６条、これはあくまでも委員長が招集するというこ

とでございます。それから庶務については、役場のまちづくり課において処理するという

ことでございます。委任については、この規約に定めるもののほか、必要な事項は別に定

める。というようなことでございます。この規約について今、案としてお出ししておりま

すけれども、よろしくお願いいたします。 

事務局事務局事務局事務局 どうもありがとうございました。ただ今案についてご説明申し上げましたが、何

かご意見がありましたらお願いしたいと思います。特にございませんでしょうか。それで

は特に無いようですので中川流域水循環系再生計画策定委員会規約（案）につきましてご

承認いただきました。（案）を削除させていただきまして、最下段の附則の空欄部分ですが、

施行期日を、本日、平成 19 年６月４日とさせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

    続きまして、ただいまご承認いただきました規約第 4 条第 2 項に委員長は、学識経験者

がその職務を行う。という規定がございますので委員長の推薦をお願いいたします。 

堀越委員堀越委員堀越委員堀越委員    はい。堀田委員様にお願いしたいと思います。（拍手） 

事務局事務局事務局事務局 それでは、本規約に従いまして、堀田先生に委員長をお願いいたします。続きま

して、規約第 4 条第 3 項に副委員長は委員長の指名による。という規定がありますので、

堀田先生ご指名お願いいたします。 

委員長委員長委員長委員長    それでは、地元の代表者ということで、山倉さんにお願いしたいと思うんですけ
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れども。（拍手） 

事務局事務局事務局事務局    それでは本規約に従いまして、山倉様に副委員長をお願いいたします。続きまし

て、規約第 5 条 1 項に委員長は、本会を代表し、会務を総理するという規定がありますの

で、堀田先生にご挨拶と議事進行をお願いしたいと存じます。先生よろしくお願いいたし

ます。 

委員長委員長委員長委員長 今までの流れにつきましては、町長からご説明があったとおりでございますけれ

ども、印旛沼関連、湧水関係と色々やっておりますけれども、洪水ということになってき

ますと私が住んでいる近くでは真間川が有名でありますが、その真間川の支流に当ります

春木川の近くに住んでおりまして、そもそも私が湧水だとか河川水だとかやっているのは、

そこに越しまして４０何年経つわけですが、洪水が３回ありました。洪水のたびに床上浸

水で子供たちが小さいときには物を上げたり下したり暗がりの中で大騒ぎしたことを良く

覚えています。それはなぜかというと、流域全体のやはり対策がとても重要になってきて

ます。真間川流域もそうですが、江戸川もそう。あらゆるところで日本の河川というもの

を考えたときに、日本の河川の特徴は皆さんご存知のとおり急激な流れといいますか、そ

れと都市開発というものが両方合間ってこういうことが起こってくるわけです。特に中川

につきましてもこの間町長とお話し申し上げる機会があったのですけれども、壮大な計画

持ってます。中川をひとつの基点として印旛沼流域というものを大きく考えていかなけれ

ばいけないのではないかと。皆さんご存知のように西沼と北沼とございますけれど、これ

がやはりひとつの連絡水路でつながっている。その水路にあたるところに酒々井という大

きなエリアがあるわけです。これをやはりもう一回見直そうということは非常に重要なポ

イントではなかろうかと思います。これから皆さんと一緒になって少しでもいい会議がで

きて、他の都市への模範になるようないい案ができたらすばらしいことだと思いますので

お力添えいただきたいと思います。簡単ですが挨拶に代えさせていただきます。 

 では、議事に入ります。片括弧１の中川および流域の概要というところの説明に入りた

いと思いますので事務局よろしくお願いします。 

事務局事務局事務局事務局 はい。では中川および流域の概要ということで、お手元の資料３のほうをお願い

したいと思います。資料３につきましては読み上げさせていただきます。 

中川および流域の概要。酒々井町の中心市街地を流れる中川は、その源を酒々井町上郷

地先に発し、途中酒々井町の市街地部を貫流し、ＪＲ成田線、国道５１号並びに京成本線

を横断して印旛沼の内水河川である中央干拓低地排水路に注ぐ流域面積３．６ｋｍ２、川幅

約３ｍから５ｍの普通河川です。 

酒々井町はＪＲ成田線酒々井駅と京成本線酒々井駅とが近接するなど首都圏への通勤の

利便性から、昭和４０年代の初頭から住宅団地等の開発が盛んに行われ、流域の中央部に

は中央台団地４８ｈａ、更に上流部の東酒々井団地５６ｈａの造成などが行われました。 

  このため、保水・遊水機能を有した森林や水田が減少し、また豊富な湧水は枯渇し、こ

れらの団地には雨水の流出を抑制する調整池等がないことから降雨時には一気に雨水が流
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出することが水害の主な原因となっております。 

      近年、中川流域における水害は平成３年９月に２回、平成８年９月、平成１３年１０月、

平成１６年９月と頻発しています。 

  特に平成１６年９月の大雨は時間最大降雨量７７ｍｍ、連続降雨量１８６ｍｍと近年ま

れに見る降雨量を記録し、上岩橋並びに中川地先において床上浸水１８戸、床下浸水４０

戸、公共施設など甚大な浸水被害を受け、住民の皆様の生活に大きな影響を及ぼしました。  

これらのことから早急に中川流域における総合的な治水対策、水循環系再生に取り組む必

要があり、平成１８年度事業といたしまして測量、地質調査等を行っております。以上中

川および流域の概要でありますが、もう１点だけですが、中川の流末の中央干拓低地排水

路、中川は中央干拓低地排水路のほうへ注いでいるわけですが、中央排水路と印旛沼が縁

が切れておりまして、約２ｍ程ポンプアップしている構造となっております。従って沼へ

のポンプ能力ですとか、運転の仕方、これは県の管理の宗吾機場がやっておりますが、そ

れらの要素も中川の治水に大きく影響を及ぼしているということを付け加えさせていただ

きます。 

委員長委員長委員長委員長    ありがとうございます。今の中川および流域の概要、付け加えたものもあります

けれども、これについて何かご質問ありますでしょうか。気楽に遠慮なくお聞きになって

いただいて、足りないところは補充していかなければなりませんし、よろしくお願いいた

します。どうぞご質問してください。はい、どうぞ。 

堀越委員堀越委員堀越委員堀越委員    先程の補足の中で、ポンプアップ２ｍの場所を教えていただけますか。 

事務局事務局事務局事務局 今、図面を持ってまいります。 

堀越堀越堀越堀越委員委員委員委員 ふじきの団地がありますが、区画整理の。あそこは面積はどのくらいですか。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 ２５町歩です。 

委員長委員長委員長委員長 他にございませんか。では、私からちょっと聞きたいんですけれども、資料３の

所の特に平成１６年９月の大雨は時間最大降雨量７７ｍｍ、連続降雨量１８６ｍｍと近年

まれに見る降雨量を記録し、上岩橋並びに中川地先において床上浸水１８戸、床下浸水４

０戸ということですが、これ以前にはこういうような形の床上、床下浸水になったのはこ

の時だけですか。 

安藤委員安藤委員安藤委員安藤委員 広い地域にわたって被害にあったのは、何十年ぶりという感じなんですけれど

も、床下浸水については私の住んでいる地域に低い道路がありまして、これは３年に１ぺ

んは３０cm くらいは水が溜まって、内水が処理できない状況があります。降った水が川の

水位が上がったために、逆流してしまっているということです。 

委員長委員長委員長委員長 そうすると都市開発というか住宅地の開発と大体時期が同じ、徐々にこういうこ

とが起こってくる可能性があったということですか。 

安藤委員安藤委員安藤委員安藤委員 住宅地の開発につれて、歴史的に言えば東酒々井地区が開発されて、そのころ

はどうってことなかったです。中央台が開発されて、１丁目くらいまでは大したことなか

ったですけれども２丁目、３丁目と工事がだんだん進むにつれて水位が上がって来まして
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内水が流れづらいなと。で、ふじき野が終ってきた段階ではかなり水位が上がって、流れ

が逆流してしまう。 

委員長委員長委員長委員長 すなわち、上流部の開発が大きく関係していると。ありがとうございます。 

副委員長副委員長副委員長副委員長 ちょっといいですか。資料３の中に平成３年に２回とありますが、一週間おき

に来たんですよ。この時も床上浸水何件かあるんです。床下ももちろんありますけども。

特に１６年９月は最高です。中川橋のすぐ下流の堤防をあっという間に越えてしまいまし

た。その水が川の如く上流から流れてきまして、床上浸水になったものですから何も手付

かずだった。川沿いに住んでいる家は過去に何回かそういうことありましたから、皆さん

そういう場合にはある程度準備しておりましたが、降り出してからいくらも時間が経たな

いうちに集中豪雨が来まして、対策がないといったような状態で消防も町の防災も間に合

わなかったのです。 

委員長委員長委員長委員長 一気に来たと。じゃよろしいですか。ありがとうございます。その辺の事情が重

要な要素になってますので、川幅の関係だとか、どれだけの貯水能力があるのか。では、

先ほどの質問にお答えしたいと思います。 

事務局事務局事務局事務局 こちらに図面のほう貼り出させていただいたんですが、こちらが北印旛沼。こち

らが西印旛沼がありまして、こちらが捷水路という形で繋がっておりまして、これとは別

にこちらの地区外中央低地排水路で、これは酒々井町と印旛村との行政界にもなるわけで

すけれども、中川がこの中央低地排水路に注いでおりまして、この排水路から沼へですね、

本来ですと自然流下で行けるのが一番いいわけなんですが、高低差がありましてここに宗

吾機場がありまして、ここからポンプアップしているわけなんです。 

安田委員安田委員安田委員安田委員 この地図で中川の色つけられませんか。 

事務局事務局事務局事務局 申し訳ないんですが、お手元の資料４の２ページにですね、区分図というものが

ありまして、すいませんがそれを参考にしていただけますでしょうか。ここに順天堂大学

に行く通りがあるんですけれども、それを北側に１００ｍくらいのところですか。合流し

ております 

勝股勝股勝股勝股委員委員委員委員 急激に雨が降った場合、京成の線路のコンクリートで幅が２ｍか３ｍしかない

ですよね。あそこは急に降った時にはそこで原因が起こってくるんですか。 

事務局事務局事務局事務局 そこでと申しますか、基本的にですね、上流部の大きな開発に伴いまして、水が

一気に出てきてしまうと。京成のところも非常に狭いことは狭いんですけれども、河川が

ですね、中川自体がすべて狭いよということでございます。で、基本計画等やってあるん

ですけども、その中で流量の確認等してございますけれども、基本的には上流と同じ量は

流れるんですよね。宅地開発に伴って水が急に上がったり下がったりするようになったと

いうことです。それは資料４の改修案の中で説明させていただきます。 

小早稲小早稲小早稲小早稲委員委員委員委員 １６年の９月にポンプ場のポンプが１基壊れたという話がありましたね。こ

れちょうどその日じゃないですか。 

事務局事務局事務局事務局 それはですね、宗吾機場で水を汲んでいたわけですけれども、その前に秋の刈り
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入れ作業があって、今機械で刈ってしまうのでみんな切れワラになってしまう。そういう

ものが水を汲んだときに大量に流れてきて、ポンプを止めたという経緯があります。スク

リーンで止めきれなかったのでポンプ本体が壊れる前に止めたんですが、それがたまたま

ぶつかってしまったという状況があります。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 今の小早稲委員の関連ですけど、１６年の大雨、この時のポンプ場の現状とい

うものは私ども勉強させてもらいましたが、これは、常備排水機が１基。それと非常用の

直径が２ｍ３０の排水機が２基備えられているんです。そして、嶋田参事が言いましたよ

うにゴミよけのスクリーンがあるんですけど、それが老朽化しちゃって壊れているから非

常用のポンプ２基が稼動できなくて、かろうじて１基だけ動かしたという現状なんです。

その非常用ポンプも千葉県の説明では、２０年の耐用年数のところを４０年使ってるんで

す。もうボロボロになっていて、皆さんも草刈機使ったことあるでしょうけど、バランス

崩れるとブルブルして稼動できない状態。そういう状態です。 

委員長委員長委員長委員長 それでは片括弧２の中川流域水循環系再生計画案について説明していただき質問

していただきます。これでよろしいでしょうか。では、説明をお願いいたします。 

事務局事務局事務局事務局 資料の４をお願いいたします。中川流域水循環系再生計画案ということで、まず、

中川の氾濫はどうして発生するのかということで原因がその１からその３まで書かれてお

ります。その１としまして異常気象による大雨。こちら表になっておりますが、平成３年

９月には時間最大降雨量４７ミリメートル、連続降雨量２４３ミリメートル。平成１６年

９月には時間最大降雨量７７ミリメートル、連続降雨量１８６ミリメートル。ということ

でこの２つのケースにつきましては中川そのものが溢れてしまった時のデータであります。

原因その２といたしまして中川流域の土地利用の変化。流域の市街化率は平成１６年度に

おいて約６０パーセントと典型的な都市河川となっております。流域では、昭和 40年代の

初頭から住宅団地等の開発が盛んに行なわれ、市街地の大宗を占める中央台団地 48ｈａ、

東酒々井団地 56ｈａは、雨水の流出を抑制する調整池等がなく、降雨時には一気に雨水が

流出します。又、ふじき野の開発地には調整池が設置されているものの、県の宅地開発指

導要綱での 1,300 m３ /ha は満たされておらず、現況の調整池では容量が不足しています。

以上が原因その２でございます。原因その３としまして、現況河道の流下能力が不足して

いるということで、地点別に８つに区分してございますが、地点ごとの代表河道断面が３

ｍ前後から大きいところで６ｍくらい。流下能力といたしまして１４から３５となってご

ざいます。２ページをお願いいたします。こちらが地域区分図ということで、洪水が起き

たときの氾濫する区域等を示した図でございます。１点だけ平面の下図が時間差がござい

まして、少し古いものですから、ふじき野がかなり入居しておるんですが、この図ですと

白地の部分が目立つんですが実際は埋まっている状況でございます。白が保水地域で雨が

おおむね浸透し、地下水としてためられる地域。水色の部分につきましては溢れた雨水が

水田等へ広がって、遊水地となっている状況。赤く示されているところが、低地地域とい

うことで、実際浸水等の被害が発生している地域ということでございます。３ページお願
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いいたします。では、どうすればいいかということで、町では、水害の原因とメカニズム

を検証した結果、中川の治水対策は水循環の考え方に基づき、町民の理解と協力を得て流

域全体で取組むことが治水対策として適していることが分かりました。方策でございます

が、役割分担といたしまして町民にできること。これは庭先に浸透桝、浸透トレンチの設

置。２点目としまして企業にできることといたしまして、透水性舗装の整備、宅内貯留施

設の設置。３点目に行政が行うこととしまして、河川の改修や調整池の築造、公共施設で

の貯留浸透施設の設置、道路等の透水性舗装の整備ということで、役割分担としまして３

系統に分けることができます。次に４ページのほうお願いしたいんですが、こちら事業概

要図ということで、町が今事業を計画しております案でございますが、基本計画に基づき

まして、中川防災事業といたしまして行いたい内容が記されてございます。 

中川の総延長が 2,100ｍ、将来計画としまして１０年確立。１０年に１回の大雨が降ったと

きに耐えられる構造、暫定計画としまして５年確立となっております。矢印等で範囲が示

されておりますが、上から２段目の国又は県施工 L＝1,200ｍと書いてございますが、こち

らは、今、国の方で利根川流域に係ります河川整備計画を立ててございまして、当町や印

旛地域でも何とか治水対策を考慮してほしいということで、国の方へ要望書を提出してご

ざいます。将来的には印旛沼中央低地排水路を併せまして、国道５１号までを１級河川と

して指定していただけるよう、要望していこうとするものでございます。上から４行目に

堤防形式ということで Aタイプ、Bタイプ書かれててございますが、６ページのほうをお願

いしたいんですが、中川改修の標準断面図となります。Aタイプは主に上流部、下流部の主

に水田地で家屋や構造物等の障害の少ないところとなっており法勾配が１対２．０。Bタイ

プにつきましては市街地部を中心とした堤防形式となっておりまして、勾配が１対０．５

となっております。その前段で緊急対策工事ということで、B タイプの断面図の中に現況の

直の中川の形が示されておるんですが、京成線から上流に約２００ｍの区間において、浸

水被害が頻発している箇所でありますので、何とか水害を防止しようということで、パラ

ペットと申しまして現況の排水路の上に更に壁を作って嵩上げをする形で考えてございま

す。これは京成線の真下が狭くなっておりまして、ボトルネックになっておりますので洪

水が来たときにその上流部の水位が上がってしまう訳で、その分だけパラペットで下流見

合いの嵩上げをして、バランスのとれた下流に被害を及ぼさないものであります。言い方

を変えれば、京成の軌道下を広げたのと同じくらいの効力があるものと考えられます。以

上が中川の改修断面についてでした。４ページのほうへ戻っていただきたいんですが、中

ほどに調節池と書かれておりまして、貯留量５万㎥を見込んでございます。５ページをお

願いいたします。まだ詳しい形が決まってないんですけれども、これは皆様方と話を詰め

てまいりたいと思っているんですが、東酒々井団地の下の水田地帯、上郷地先で計画して

いるものでございます。４ページのほうお願いしたいんですが、図の下のほうに中央台団

地、東酒々井、ふじき野のところに流域での貯留浸透と示させていただいているんですが、

これにつきましては、個人宅内はこれまでも公共下水道の雨水で浸透枡の設置指導をして
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いるわけですが、それに加えて浸透とレンチと申しまして、８ページ、９ページをお願い

したいんですが、８ページにつきましては浸透桝ということで、桝の下のほうに穴がたく

さん開いておりまして、その外周を砕石で覆っているもので、雨どい等で集めた雨水を一

旦桝へ落として、できるだけ宅内に浸透させようとする構造です。９ページにつきまして

は、浸透とレンチと申しまして、従来の配水管渠とは違い、小さな穴が開けられた浸透管

とその周囲の充填材、砕石等で構成され、同じく地中に浸透させていこうとするものでご

ざいます。あと、団地の中の街区公園が結構ございますので、公園の敷地を利用しまして

そこへいったん水を集めまして、貯留浸透を図るものです。これは１１ページのほうにあ

るんですが、いったん掘削しましてその中へ空隙率の高い砕石等を充填させまして、そこ

へ水を落として浸透させようとするものでございます。貯留浸透につきましては１０ペー

ジもそうなんですが、グランドを少し囲って、表面的に貯めてあげる方式ですとか、そう

いったものが１０ページのほうに示されております。１２ページをお願いしたいんですが、

こちらが流量分担計画ということで、先ほど説明させていただきました１０年に１度の雨、

それと暫定で５年に１度の雨、これは左下のほうへ上段下段で注意書きが書かれておりま

すが、酒々井町は千葉地域に属しておりまして、１０年に１度の雨が時間最大で５３．７

ｍｍということになっております。左のほうに流域基本高水と書かれておりまして、５１．

９㎥/ｓと書かれておりますけれどもこれは１０年に１度の雨の５３．７mmが降ったときに、

１秒間に５１．９ｔの水が中川流末に集まってくるものでございます。で、それを右側に

書いてございます河道分担流量、これは河道拡幅した分ですとか調節池に分担させるもの

で、将来計画 1/10 ということで、将来上郷の区画整理が起きたときに調節池を設置してい

ただくというものです。これが河道分担流量です。その下に流域分担流量というのが書か

れておるんですけれども、これが先ほど説明させていただきました、貯留浸透施設の関係

になります。一般家庭で浸透桝あるいは浸透トレンチをやっていただく分、それと公園等

の公共用地を利用して行政が貯留浸透施設の設置を行うものであります。５１．９ｔ集ま

ってきたものを河道のほうで９２％、流域の分で８％受け持たせるものでございます。下

段のほうが 1/5、５年に１回の雨ということで時間最大４５．６ｍｍということで読み替え

ていただきたいと思います。いづれにしましても中川の現況河道では断面が足りておりま

せんので、こうした形で調節地を設置したり河川改修を行ったり貯留浸透施設を設置した

り 1/10 に耐えうる中川の治水対策を行っていこうとするものであります。次に１３ページ、

最後になりますが、現在町のほうで考えてございます案でございますが、中川流域防災事

業計画につきまして、施工性や投資効果を考えて段階的に整備を図るということで、工種

と事業期間につきまして記してございます。まず、一番上が緊急河道改修ということで先

ほど説明させていただきました京成線から上流へ約２００ｍの区間につきましての現況河

道の嵩上げでございます。緊急ということで平成１９年度に実施しようとするものです。

次に貯留浸透ですが、一般家庭におきましては従前から浸透桝を公共下水道のほうで、設

置いたしておりますので、今後につきましては浸透トレンチの設置を加えていこうとする
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ものです。３番目の調節池につきましては、平成１８年度に基本計画、地形測量、地質調

査を行っておりますので、平成２２年までに完成させたい。河道改修につきましても平成

２１年あたりから２６年にかけて考えており、一番下の行になりますが、１級河川指定し

て国県のほうへ移管及び河道改修につきましては平成２２年くらいから平成３４年考えて

ございます。以上中川流域水循環系再生計画案ということで説明させていただきました。 

委員長委員長委員長委員長 はい。最後のページにありますように、この計画で実施しますと完成は１５年後

ということですね。あとプラスアルファで調整池の周りを多自然型にするとかこれからい

ろいろ課題も出てくると思いますが、基本的な計画はこれから１５年かけてやっていくと。

それから３ページのところですが、ちょっと気になったところがあるんですが、企業にで

きることというところで、企業努力というものをどのように求めていくかということも重

要になってくると思います。では、今全般の説明をお聞きになりまして、ここのところが

わからない、ここのところはどうなんだとかのご意見を頂きます。 

安藤安藤安藤安藤委員委員委員委員 質問があるんですけれども。１級河川の要求はしてるんですか。もうしたんで

すか。 

事務局事務局事務局事務局 １８年度、私どものほうに国のほうから利根川の河川整備計画のご説明がありま

した。中川の流末になってます中央低地排水路については、国のほうの計画に入ってござ

いませんでしたけれども、うちの町と近隣の市町村でぜひとも国の整備計画に入れた形で

整備お願いします。という要望もしてございます。意見書という形で、書類で要望してご

ざいます。もう１つですね、今回の資料の中にＡ３のカラー刷りのものなんですけれども、

この中の裏面の真ん中の写真なんですけれども、５月の１５日に国のほうから国交省の局

長さんが視えまして、ぜひとも低地排水路も含めた形での整備をということで町としてお

願いしてございます。 

安藤安藤安藤安藤委員委員委員委員 それと、計画では平成３４年にはこのとおり行けば完成するようになるんでし

ょうけれども、かなり先ですよね。これが取り上げられる前からだともう１０何年経って

いるんです。住民は満足しないと思うんです。今までの１０何年間なんだったのか。です

から、立派なものやってもらうのはもちろん賛成なんですけれども、具体的な対策という

ものがないと地区に住んでる住民は満足しないと思うんですよね。 

事務局事務局事務局事務局 先ほどうちの事務局のほうからご説明あったと思うんですけど、緊急対策という

ことで今年度、この中の６ページにですね。 

安藤安藤安藤安藤委員委員委員委員 嵩上げでしょ。いや。さっき言ったように逆流するんじゃ。 

事務局事務局事務局事務局 京成の橋の下、下流側にですね、段差がついているんですけれど。当然上で水位

が上がれば押されて水は抜ける。ですから、その抜けた時に下流に影響が出ないように上

流をかさ上げしましょう。ということなんです。 

安藤安藤安藤安藤委員委員委員委員 話の途中で申し訳ないんですけれども、嵩上げすることによって１６年にあっ

たように上を越えることはないと思うんですが、ところが流れている水の量は変わらない

わけですから、この計画にものってますけれども、調節池を作ってもらえれば流れる量そ



－ 12 － 

のものが減るわけですから。納得性がありますし、被害を受けている人も、やってくれて

るんだなと期待感も出てくるわけですよ。 

事務局事務局事務局事務局 すいません。今申しましたけど嵩上げだけじゃなくて、１９年度につきましては

嵩上げと併せて、調節池の委託も計画通りやっていきますよということなんです。４年間

というのが、今うちのほうで考えている調節池が機能するのが平成２２年ということです。 

福田委員福田委員福田委員福田委員 上郷の福田といいます。調整池の話が出たので、ちょっとお話させてもらいた

いんですけども、この調整池の田んぼなんですけど、地権者たちとの話し合いがぜんぜん

されていないんですよ。調整池ができるっていう話はしてますけど。町はこういう計画が

あるというのを当然お話されてからのほうがいいと思うんですけれども。測量なんかもう

やられてますから。この計画なんか机上論になってしまいますよ。 

委員長委員長委員長委員長 まあ、委員会は今日立ち上がったばかりですから、その中で調整池の位置だとか

大きさだとか、今後会議の中でもって検討されて、ある程度の場所の選定なんかも入って

くるんじゃないですか。 

福田委員福田委員福田委員福田委員 その前に説明があるのが本来の筋じゃないんですか。 

事務局事務局事務局事務局 あの、うちのほうですね、実は１８年度から現地の地形測量とそれからボーリン

グ調査を行うということで、調整池予定地の地権者さんも含めた形でこういう事業があり

ますので、よろしくお願いしますという形でとりあえず、文書を出してございます。今申

しましたように調整池の計画なんですけれども、河川計画上５万トンという容量は決めて

おります。ただ、この中で平面的な計画ですとか、縦断的な計画とかがまだ実ははっきり

しておりませんので今後、当然この委員会も今日スタートですけれども、２回３回と進め

ていってある程度形が決まりましたら地区の方々、地権者の方々に説明に伺おうと思って

おります。 

福田福田福田福田委員委員委員委員 平面がどうではなく、概算の計画があるわけじゃないですか。池を作らないん

ならいいですけど、どこかに作ろうとしているわけじゃないですか。 

勝股委員勝股委員勝股委員勝股委員 作るときにね、計画段階でこういう計画を今考えてますよと、ついてはご協力

をお願いしますというね、そういう話を平行して進めていかないといけないと思います。

それから、予算がそういう金がどのくらいかかって、それはどっから国から出るんですか。 

事務局事務局事務局事務局 そうです。 

勝股委員勝股委員勝股委員勝股委員 あ、そうですか。国から出るんならね大いにやってくださいといえますけど、

地元から負担金だとかということになると大変だからね。そういうことも大いに議論出し

て、やっぱり平行してやってかないとね、国の方で出すんなら国の予算をね、私も国家公

務員で４０何年やってますけど、これは国土交通省に綿密に早く早く話をしとかないと予

算が遅れるとどんどん遅れますよ。 

事務局事務局事務局事務局 この事業につきましては国の補助制度を使いました。まちづくり交付金事業とい

う事業がございまして、それは、補助率最大４割の事業でございます。それを用いて中川

の対策をしていこうと。 
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勝股委員勝股委員勝股委員勝股委員 あとの６割はどういうことなんですか。県からも出るわね。 

事務局事務局事務局事務局 いや国と町で負担ということです。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 じゃ実際町はどのくらいの負担になるの。総工費いくらになるんですか。町が

予定されている総工費。 

事務局事務局事務局事務局 今、総工費というお話でしたけれど中川の流域全体、印旛沼低地排水路に合流す

る最下流から流域全部含めた形までの話なんですけれども、今、河道だけ見ますと河道と

いいますと調整池も入っております。その中で概ね３５億程度です。それと他に貯留浸透

施設というものがございます。これは、地下水の涵養ですとか、河川浄化。地下水が湧き

水になって河川をきれいにする、というような事業がございますけれどもそれは今入って

ございません。３５億。非常にびっくりするような金額だと思うんですが、その中で先ほ

どうちの事務局から説明がございました下流から国道５１号までにつきましては、国のほ

うの管理に是非ともしてもらいまして、要するに河川指定を受けるという中で国ないし県

のほうで直轄で事業をしてもらうと。で、国道５１号から上流につきましては、町の施工

ということでございます。恐らく、下流側のほうが改修延長も長いですし、地盤もたぶん

沼に向かっていけばだんだん悪くなってくると思います。その中で、下流側のほうが余分

にかかってくるような事業費になってくると思います。 

それから貯留浸透施設につきましては、すべて町のほうで行う予定でございます。  

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 町が行う概略的な予算はどのくらいなんですか。 

事務局事務局事務局事務局 河道分担量、要するに河川と調整池の部分だけで、８億程度です。これも、概算

工事費という形で出したものですから、概ね８億程度。それプラス貯留浸透施設でござい

ます。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 ８億の中に補助金は入っているんですか。 

事務局事務局事務局事務局 ８億の中には先程申しましたように、補助金は４割入っております。１００円の

事業費ですと国から４０円で６０円は町です。 

勝股勝股勝股勝股委員委員委員委員 県は。 

事務局事務局事務局事務局 県は出ません。 

安田安田安田安田委員委員委員委員 何で３５億が８億になるの。 

事務局事務局事務局事務局 トータルで３５億です。トータルというのは下流から上流までです。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 ５１号から沼までが国でやり、５１号から調整池までが８億ということ。 

安田安田安田安田委員委員委員委員 ４ページの資料の９００ｍがいくら。８ということですか。 

事務局事務局事務局事務局 そうです。それプラス貯留浸透施設もございますよということでございます。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 ５１号から沼までの工事の進行はどうなっているんですか。まだ机上のことで

すか。 

事務局事務局事務局事務局 先程申しましたように、うちのほうも県を通じて国のほうに要望あげているとこ

ろでございます。１８年と今年度も要望してございます。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 見通しはどうなんですか。 
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事務局事務局事務局事務局 見通しはですね、まだ。 

勝股委員勝股委員勝股委員勝股委員 それが早くね、皆さんの了解を取りながら、国土交通省に持っていって、予算

取りを早めにね、出さないとこれはどんどんどんどん遅れていきますよ。 

委員委員委員委員長長長長 だから、そういうことを含めてこの委員会が役目を果たす。役割が非常に大きい

わけですよ。何か他に質問ありますか。 

冨永冨永冨永冨永委員委員委員委員 かつての団地開発で調整池を作りなさいとか、そういう指導はなかったんです

か。今までの話聞いてると、調整池があれば大概の問題は解決できてると思うんです。 

事務局事務局事務局事務局 ４０年代にはそういう指導はないです。結局印旛沼のほうになるべく近いほうは

早く流して結構ですよと。逆に流しなさいよと。ただ、遠いほうは逆に調整池を作って置

きなさいよ。だんだんそれでポンプで揚げますから、徐々に流してくださいよと。そのよ

うな感じです。そういう指導がなかったです。 

小早稲委員小早稲委員小早稲委員小早稲委員 結局、印旛沼の周りに大きな住宅団地ができて、そこへみんな鉄砲水のよう

に流してるから水位が上がってしまっている。印旛沼のウォーターフロント計画が実際に

は全然機能してないんだよな。あれがちゃんとなってれば、いくらか良くなってるはず。

昔のこと引き合いに出して、あれだけど。東酒々井、中央台に調整池がないから、ふじき

野の時に作れと。ただ、小さいけれど。はっきり言って。だから今回のこの問題ができて

くるわけですけど。 

事務局事務局事務局事務局    ふじき野につきましては、下水道対応というか、５年確立という面もありますが。 

小早稲委員小早稲委員小早稲委員小早稲委員 駐車場も浸透桝でタンクにしろとずいぶん言ったんだけど。 

事務局事務局事務局事務局    先程の事業費の話なんですけれども、すいません。間違いがございました。８億

と言いましたけれども、１１億に訂正してください。 

堀越堀越堀越堀越委員委員委員委員 大変幼稚な質問なんですけれども、１２ページの流量分担計画がございますね。

調整池をつければ全部解決するんじゃないのという質問もありましたけども、中川の調整

池が全体のマックスの時の約２割くらいを分担してるわけですよね。そうすると、たとえ

ば中川の調整池を全部作ってしまって、もう１つは下流の１級河川が国に認定されれば河

道分担水量はほとんど水害の影響がなくなるんだということはあるんですか。 

事務局事務局事務局事務局 今、委員の方からお話があったとおり分担量が約２割と、将来的に２割というこ

とになっていますので、調整池を作れば河川の構造上計画高水から上に余裕高というもの

がございますので、そこを活用すれば１６年の７７ｍｍの雨には対応できているのかと思

います。 

堀越委員堀越委員堀越委員堀越委員 委員会で水の循環系の論議をする中身で調整池をどうするかというところに徹

底的に絞りながら、あるいは下流の１級河川にするべきところを上流との関係をどう説明

するか、というところに持っていかないと、調整池ができればほとんど問題ないよう感じ

がしますよね。教えてください。 

副委員長副委員長副委員長副委員長 いいですか。じゃ、それ以前の問題としまして、平成３年にトヶ崎から請願を

出されて、町のほうで議会で受けていただいて調査費を盛って対応をしていただいたんで
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すが、実際に、効力があまり発揮できなかったんです。それで今回の１６年９月の大水で

大きな被害があったわけなんですけれども、今、上流のほうから流れてくる水ばかり考え

ておりましたけど、その他に、たとえば京成の線路下ですね。安藤さんのうちはそこにあ

るんですけれども、今まであそこは床下浸水以外なったことがないんです。あそこは人が

通れたんですよ。ところが１６年のときはあそこは通れなくなった。私のうちの前は、大

体普通の大人の腰くらいまで来たんです。それで排水機があったんですけれども、水が入

り電源がが作動しなくなったんです。そういうこともあるし、水が線路の下の通りを流れ

て落差があれば川へ流れるんですが、落差がないので中の道へみんな入ってしまう。それ

はどっちのほうから来るかというと、５１号線のほうに向かってヒルズという団地がある

んですけど、あのへんは一体開発ですから、あそこから下水に入ったものは５１号のとこ

ろへ行くけど、それ以外のものは全部あそこのところへ行ってしまうんです。以前は京成

の線路の下を抜けるものがあったんですけれども、水路が。今はほとんど埋まってしまっ

て、使えないんじゃないかな。そういうことがあるんで、上流が良くなっても、また、新

たなことが出ていますからそのことも、これからの対応の中に考えていただきたい。それ

から中川のほうなんですけれども、青木さんが隣におりますから、中川の場合は内水です

よ、完全にね。旧５１号を通って中川に入るわけなんです。その水が中川の水位が上がれ

ば、吐けるところがなくなってしまうわけです。そんなことも考えながら、これからもっ

と大雨が降ると思うんで、地球温暖化で。降ると思いますし、中川の橋の下から京成線ま

での２００ｍ区間は５３年くらいに柵渠ができたんじゃないかと思うんですが、あれを乗

り越えてしまったんですよ。そんなこともあるし、できれば素人考えですが、お金はだい

ぶかかるようですが、もう少し京成と話し合っていただいて、あれをもう少し拡幅すれば

いいんじゃないかと、そうすれば道路なんかを作る場合は、何年計画でやってもいいけど、

水の場合はそうもいかないんで今年１億とかお金を積み立てをしておいて行政のほうで手

法があると思いますんで。 

委員長委員長委員長委員長 ありがとうございました。方策としましては役割分担というところが重要になっ

てきます。町民にできること。京成も含めまして企業にできること。行政が行うこと。こ

の３つが、三位一体にならないと中川の問題点はなかなか解決できないと思います。そう

いうことを含めて、いろんな意見がこれから出てくると思います。そういう意味で全員が

共通理念を持つためには、今回出てきた地域だとかポイントとかを一度上流から下流まで、

全員の目で現場を見る必要があると思うんですね。委員全員が共通概念を持たないと、頭

の中に河の状況の絵が出てこないということになる。事務局この件はどういうように計画

されてますか。 

事務局事務局事務局事務局 今、先生から言われたとおり、２回目、近日に開催しようと思っているんですけ

れども、現地の視察、計画の中にございました貯留浸透施設の公園等の現場の状況、先進

地の湧き水等の浄化等の見学会も中に入れて今考えております。 

委員長委員長委員長委員長 そんなことも考えているようですので、お忙しいと思いますけど、私も是非行き
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たいと思います。特に最上流部２ページを見ていただくと、谷津が３つに分かれてる。さ

らにここのところの分かれ道にお地蔵さんがあるんですが、３つに分かれているところ、

この辺はかなり水環境として興味深いすばらしい田園地帯です。 

 それからもう一つ、道が右側に折れてますよね、先にピーナツ屋の工場かなんかあるの

かな。この辺のエリアは谷津で奥が深いんですね。そうすると、さっきから説明に出てく

る調整池なのか遊水池なのかを相当考えて計画を立てていくと、相当斬新な計画ができる

んじゃないかという風にも考えます。他にご意見ありますか。 

小早稲小早稲小早稲小早稲委員委員委員委員 頻度はどの程度の頻度でやるんですか。 

事務局事務局事務局事務局 うちのほうとしては、ひと月に一回くらいの頻度でやって行きたいと思っており

ます。 

勝股委員勝股委員勝股委員勝股委員 ひとつ。あのね、会議は何回やってもいいんですけど早めに言ってもらわない

と、私１１も１２もあっちもこっちもやってますんでね、そうでないと出られませんので。 

安安安安藤藤藤藤委員委員委員委員 町にお願いなんですけれども、選挙も終わりまして色々な情報が飛び交ってい

るわけですよ。この辺に関しましては。先ほど福田委員からもご指摘がありましたが、私

も貯水池については地権者に形や場所くらいは言ってるのかと思ってました。そういうよ

うに町民の意識はいろんな面で勝手に理解している面もありますから。要するに今回、こ

ういうことやった趣旨とどういう感じでこういうのやったのかなということを、よくわか

るように情報を提供してもらいたいんです。でないと、誤解が伴いますから。測量やって

るってことは、すぐ工事を始めるんじゃないかと。選挙もあって、京成のあれはもう話が

ついてるとか。金額はいくらだとか。情報も出てるわけですよ、はっきり言って。後は京

成がうんと言えばやるだけだと。そういう情報が出てるわけですから。このまま現地に行

ったら、何やってるんだ、お前ら。と言われちゃいますよ。このまま行ったら、今頃何や

ってんだと。この辺の誤解を解くような説明を情報として流していただきたいということ

です。 

委員長委員長委員長委員長 よろしいですか。他にございませんか。まだいろいろご意見があると思いますけ

ど、時間が大幅に経過致しましたので、本日はこれで終了させて頂きます。どうもありが

とうございました。 

事務局事務局事務局事務局 最後にちょっとよろしいですか。長時間にわたりましてありがとうございました。 

本日の委員会の議事録等につきましては議事の要旨として取りまとめをさせていただき、

後日、委員の皆様にお送りさせていただきたいとます。そして中身をご確認いただいた上

で、今回の議事録と資料につきましては公表させていただきたいと思います。どうも長い

間ありがとうございました。 

町長町長町長町長 それでは１点私から御礼を含めて申し上げたいと思います。議事のほう本当にあり

がとうございました。先ほど今後どうするのかといったお話しがありましたが、要するに

京成電鉄から上流の護岸の嵩上げをしますと、効能的には下流の京成電鉄を改修したのと

同じくらい、同程度になると。それ以上広げてしまうと下流に影響が出てくる。飲み屋さ
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ん八起のあたりが水浸しになるということがございまして、県道がハイバンクになって堤

防になっておりますので、二次災害が起こるというのがありますので、そういうことで、

京成を広げたとしても下に行かないように止めるものを作らなくてはならないということ

があります。それからもう一点でございますが、資料４の平成３年の９月と、平成１６年

の９月の２つがございます。これは雨の降り方が違います。時間最大雨量、平成３年９月

は４７ｍｍ、１６年の９月は７７ｍｍ。連続降雨量が２４３ｍｍと１８６ｍｍ。これどう

いう特徴があるかといいますと、平成３年の９月につきましては、全体に降るものですか

らこういうものについては、宗吾機場の今のポンプでは能力ないんですが、あれを例えば

３倍くらいにすればかなりの効果あります。それから平成１６年の９月のやつは、一気に

降った雨ですので４ｋｍも５ｋｍも離れたところのポンプでいくら引いても全然効能があ

りません。このように２つのケースがございますので、その辺もひとつよろしくお願いし

ます。以上でございます。 

委員長委員長委員長委員長 では終了します。どうもありがとうございます。 

鈴木委員鈴木委員鈴木委員鈴木委員 町長の説明またこの次に議論しましょう。 

 

（終了） 


